
(57)【要約】

【課題】走行装置において、本体が、段差を乗り越えよ

うとして傾いて転倒する、あるいは段差に走行車輪が脱

輪する、あるいは本体が傾いて落下するという課題があ

った。

【解決手段】走行面距離検出手段１で走行面との距離を

、鉛直傾き検出手段２で本体重力方向に対する傾きを、

それぞれ検出しながら制御手段３が走行を制御する走行

装置とした。これにより、転倒すること無しに、段差を

通過あるいは回避しながら走行する走行装置を提供でき

るようになる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 体 前 端 部 底 面 と 走 行 面 と の 距 離 を 検 出 す る 走 行 面 距 離 検 出 手 段 と 、 本 体 の 重 力 方 向 に 対
す る 傾 き を 検 出 す る 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 と 、 走 行 面 距 離 検 出 手 段 と 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 と の 出
力 を 入 力 し 走 行 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え る 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
本 体 の 高 度 を 検 出 す る 高 度 検 出 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
本 体 の 底 面 前 部 あ る い は 底 面 後 部 と 、 走 行 面 あ る い は 走 行 面 上 の 障 害 物 と の 摩 擦 を 軽 減 す
る 摩 擦 軽 減 手 段 を 有 す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
使 用 者 が 本 体 を 、 鉛 直 に 対 し て 所 定 の 傾 き を も っ て 置 い た こ と を 入 力 す る 指 定 傾 き 入 力 手
段 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
使 用 者 が 本 体 を 指 定 の 高 度 に 置 い た こ と を 入 力 す る 指 定 高 度 入 力 手 段 を 有 す る 請 求 項 ２ に
記 載 の 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
制 御 手 段 は 、 本 体 と 走 行 面 の 距 離 お よ び 本 体 の 傾 き と か ら 走 行 面 の 勾 配 を 算 出 し 、 上 り 、
水 平 あ る い は 下 り の 走 行 制 御 を 補 正 す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
複 数 の 走 行 面 を 昇 降 し て 接 続 す る 昇 降 装 置 と の 通 信 手 段 を 有 し 、 制 御 手 段 は 、 本 体 を 第 １
の 所 定 の 高 度 で 昇 降 装 置 に 乗 降 さ せ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
複 数 の 高 度 の 走 行 面 を ス ロ ー プ で 接 続 し 、 制 御 手 段 は 、 本 体 を 第 ２ の 所 定 の 高 度 で ス ロ ー
プ に 入 出 さ せ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 走 行 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 走 行 に よ り 物 を 運 搬 す る 、 ま た は 移 動 し て あ る い は 移 動 し な が ら 作 業 等 を す る
走 行 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 軽 ト ラ ッ ク の 荷 台 に 積 ん で 、 あ る い は 人 が 台 車 を 押 し て 物 を 運 搬 す る 、 人 が 芝 刈 り
機 を 押 し な が ら 芝 を 刈 る 、 人 が 農 薬 を 担 い で 歩 き な が ら 散 布 す る 、 掃 除 機 を 引 い て 歩 き な
が ら 掃 除 を す る 等 の 、 運 搬 あ る い は 作 業 を す る 走 行 装 置 が あ る 。 ま た 、 駆 動 輪 の 上 下 動 範
囲 を 大 き く し て 段 差 乗 り 越 え を 容 易 に し て い る も の も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ３ １ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 従 来 の 走 行 装 置 は 本 体 が 例 え ば 凸 段 差 を 乗 り 越 え よ う と し て 傾 い て 転 倒 す る 、 あ る い
は 凹 段 差 に 走 行 車 輪 が 脱 輪 す る あ る い は 本 体 が 傾 い て 落 下 す る と い う 課 題 が あ る 。 本 発 明
は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 し た 走 行 装 置 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 本 体 前 端 部 底 面 と 走 行 面 と の 距 離 を 検 出 す る
走 行 面 距 離 検 出 手 段 と 、 本 体 の 重 力 方 向 に 対 す る 傾 き を 検 出 す る 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 と 、 走
行 面 距 離 検 出 手 段 と 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 と の 出 力 を 入 力 し 走 行 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え
る 走 行 装 置 と し て い る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
こ れ に よ り 、 走 行 面 の 段 差 の 大 き さ を 検 知 し 通 過 が 可 能 か 確 認 し な が ら 、 ま た 、 乗 り 上 げ
時 あ る い は 下 降 時 等 の 本 体 の 傾 き を 検 知 し 本 体 の 転 倒 を 防 止 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能
な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 本 体 前 端 部 底 面 と 走 行 面 と の 距 離 を 検 出 す る 走 行 面 距 離 検 出
手 段 と 、 本 体 の 重 力 方 向 に 対 す る 傾 き を 検 出 す る 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 と 、 走 行 面 距 離 検 出 手
段 と 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 と の 出 力 を 入 力 し 走 行 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え る こ と に よ り 走
行 面 の 段 差 の 大 き さ を 検 知 し 通 過 が 可 能 か 確 認 し な が ら 、 ま た 、 乗 り 上 げ 時 あ る い は 下 降
時 等 の 本 体 の 傾 き を 検 知 し 本 体 の 転 倒 を 防 止 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 は 、 本 体 の 高 度 を 検 出 す る 高 度 検 出 手 段 を 有 す る こ と に よ り 、 本
体 の 高 さ 例 え ば 建 物 の 何 階 を 走 行 し て い る か を 確 認 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装
置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 は 、 本 体 の 底 面 前 部 あ る い は 底 面 後 部 と 、 走 行 面 あ る い は 走 行 面
上 の 障 害 物 と の 摩 擦 を 軽 減 す る 摩 擦 軽 減 手 段 を 有 す る こ と に よ り 、 ス ム ー ズ に 小 さ な 衝 撃
で 段 差 を 乗 り 越 え る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ４ に 記 載 し た 発 明 は 、 使 用 者 が 本 体 を 鉛 直 に 対 し て 所 定 の 傾 き （ 例 え ば 水 平 ） に 置
い た こ と を 入 力 す る 指 定 傾 き 入 力 手 段 を 有 す る こ と に よ り 、 使 用 者 が 指 定 す る 傾 き を 基 準
傾 き と し 、 装 置 が 検 知 し て い る 傾 き と の ず れ を 補 正 し 正 確 な 傾 き を 検 知 し な が ら 走 行 す る
こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ５ に 記 載 し た 発 明 は 、 使 用 者 が 本 体 を 指 定 の 高 度 に 置 い た こ と を 入 力 す る 指 定 高 度
入 力 手 段 を 有 す る こ と に よ り 、 使 用 者 が 指 定 し た 高 度 を 基 準 と し 、 装 置 が 検 知 し て い る 高
度 を 補 正 し 正 確 な 高 度 を 検 知 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ６ に 記 載 し た 発 明 は 、 制 御 手 段 は 本 体 と 走 行 面 の 距 離 お よ び 本 体 の 傾 き と か ら 走 行
面 の 勾 配 を 算 出 し 、 上 り 、 水 平 あ る い は 下 り の 走 行 制 御 を 補 正 す る こ と に よ り 、 本 体 に か
か る 重 力 の 影 響 を 確 認 し な が ら 適 正 速 度 で 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ７ に 記 載 し た 発 明 は 、 複 数 の 走 行 面 を 昇 降 し て 接 続 す る 昇 降 装 置 と の 通 信 手 段 を 有
し 、 制 御 手 段 は 、 本 体 を 第 １ の 所 定 の 高 度 で 昇 降 装 置 に 乗 降 さ せ る こ と に よ り 、 昇 降 装 置
を 利 用 し て 指 定 の 階 を 走 行 す る こ と が で き る 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ８ に 記 載 し た 発 明 は 、 複 数 の 高 度 の 走 行 面 を ス ロ ー プ で 接 続 し 、 制 御 手 段 は 、 本 体
を 第 ２ の 所 定 の 高 度 で ス ロ ー プ に 入 出 さ せ る こ と に よ り 、 ス ロ ー プ を 利 用 し て 指 定 の 高 さ
の 走 行 面 を 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 実 施 例 】
以 下 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 実 施 例 １ ）
図 １ ～ 図 ６ に 基 づ い て 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 例 の 走 行 装
置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本 実 施 例 の 走 行 装 置 は 、 あ ら か じ め 走 行 経 路 か ら 障 害 物 を 除 い た
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あ る い は 障 害 物 が 経 路 に 侵 入 し な い 場 所 で 走 行 経 路 を 記 憶 さ せ て 使 用 す る も の を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に お い て 、 １ は 走 行 装 置 １ ０ の 本 体 前 端 部 底 面 と 走 行 面 と の 距 離 を 検 出 す る 走 行 面 距
離 検 出 手 段 で 、 制 御 手 段 ３ に 出 力 す る 。 走 行 面 距 離 検 出 手 段 １ は 走 行 装 置 １ ０ の 前 端 部 に
配 置 さ れ 光 を 発 光 す る 発 光 素 子 と 走 行 面 で 反 射 し た 光 を 受 光 す る 受 光 素 子 と 信 号 増 幅 器 等
で 構 成 さ れ る 。 ２ は 走 行 装 置 １ ０ の 本 体 の 重 力 方 向 に 対 す る 傾 き を 検 出 す る 鉛 直 傾 き 検 出
手 段 で 制 御 手 段 ３ に 出 力 す る 。 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 ２ は 重 力 を 検 知 す る 重 り と 重 り の 位 置 を
検 出 す る 位 置 検 出 素 子 と 信 号 増 幅 器 等 で 構 成 さ れ る 。 ５ は 走 行 装 置 １ ０ の 本 体 の 高 度 を 検
出 す る 高 度 検 出 手 段 で 制 御 手 段 ３ に 出 力 す る 。 高 度 検 出 手 段 ５ は 気 圧 の 変 化 を 検 知 す る 圧
力 検 知 素 子 と 信 号 増 幅 器 と 周 囲 温 度 を 検 知 す る 温 度 検 知 素 子 等 で 構 成 さ れ る 。 ４ は 走 行 手
段 で 制 御 手 段 ３ の 出 力 を 入 力 し 装 置 を 走 行 あ る い は 回 転 す る 。 走 行 手 段 ４ は 車 輪 と 駆 動 モ
ー タ 等 で 構 成 さ れ る 。 ６ は 使 用 者 が 操 作 す る 指 定 傾 き 入 力 手 段 で 操 作 結 果 を 制 御 手 段 ３ に
出 力 す る 。 ７ は 使 用 者 が 操 作 す る 指 定 高 度 入 力 手 段 で 操 作 結 果 を 制 御 手 段 ３ に 出 力 す る 。
指 定 傾 き 入 力 手 段 ６ 及 び 指 定 高 度 入 力 手 段 は 操 作 す る ス イ ッ チ あ る い は 操 作 内 容 を 確 認 す
る Ｌ Ｃ Ｄ 等 の 表 示 素 子 等 で 構 成 す る 。 ８ は 複 数 の 高 度 の 走 行 面 を 昇 降 し て 接 続 し 走 行 装 置
１ ０ を 載 せ て 昇 降 す る 昇 降 装 置 ９ と 通 信 を す る 通 信 手 段 で 制 御 手 段 に 入 出 力 す る 。 通 信 手
段 ８ は 無 線 信 号 を 受 信 す る 受 信 素 子 と 増 幅 器 と 無 線 信 号 を 送 信 す る 送 信 素 子 等 で 構 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 下 、 本 実 施 例 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 示 し て い な い 走 行 装 置 の 使 用 ス イ ッ チ を 使 用
側 に 操 作 す る と 、 制 御 手 段 ３ が 動 作 を 開 始 し 走 行 手 段 ４ を 制 御 し て 走 行 面 距 離 検 出 手 段 １
で 走 行 面 と の 距 離 あ る い は 走 行 面 の 段 差 を 、 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 ２ で 本 体 の 傾 き を 確 認 し な
が ら あ ら か じ め 記 憶 さ れ た 方 位 ま で 回 転 あ る い は あ ら か じ め 記 憶 さ れ た 走 行 距 離 を 確 認 し
な が ら 走 行 を す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
例 え ば 敷 居 、 絨 毯 の 縁 等 の 乗 り 越 え 可 能 の 小 さ な 凸 段 差 が あ る と 走 行 距 離 検 出 手 段 １ で 段
差 の 大 き さ を 検 出 し 制 御 手 段 ３ で 判 定 し て 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 ２ で 本 体 の 傾 き を 確 認 し な が
ら 走 行 手 段 ４ を 制 御 し て 段 差 を 乗 り 越 え る 。 壁 あ る い は 障 害 物 等 が あ り 乗 り 越 え 不 可 能 と
判 定 す る と 走 行 手 段 ４ を 制 御 し て 段 差 を 回 避 す る 回 避 走 行 を す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 絨 毯 の 縁 等 の 下 降 可 能 な 小 さ な 凹 段 差 が あ る と 走 行 面 距 離 検 出 手 段 で 段 差 の 大 き さ
の 検 出 を し 、 制 御 手 段 ３ で 判 定 し て 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 ２ で 本 体 の 傾 き を 確 認 し な が ら 走 行
手 段 ４ を 制 御 し て 段 差 を 下 降 す る 。 階 段 あ る い は 玄 関 等 が あ り 下 降 不 可 能 と 判 定 す る と 走
行 手 段 ４ を 制 御 し て 段 差 を 回 避 す る 回 避 走 行 を す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
従 っ て 、 走 行 面 の 段 差 の 大 き さ を 検 知 し 通 過 が 可 能 か 確 認 し な が ら 、 ま た 、 乗 り 上 げ 時 あ
る い は 下 降 時 等 の 本 体 の 傾 き を 検 知 し 本 体 の 転 倒 を 防 止 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 な 走
行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 高 度 検 出 手 段 ５ を 有 す る の で 、 高 度 を 検 出 し あ ら か じ め 記 憶 さ れ た 各 階 の 高 度 と 比
較 し 装 置 が 建 物 の 何 階 を 走 行 し て い る か 確 認 す る 。 従 っ て 、 建 物 の 何 階 を 走 行 し て い る か
を 確 認 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 指 定 傾 き 入 力 手 段 ６ を 有 す る の で 、 使 用 者 が 走 行 装 置 １ ０ を 水 平 な 走 行 面 に 置 い た
こ と を 入 力 し 傾 き の 基 準 と す る 。 従 っ て 、 走 行 装 置 １ ０ が 検 知 し て い る 傾 き と の ず れ を 補
正 し 正 確 な 傾 き を 検 知 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 指 定 高 度 入 力 手 段 ７ を 有 す る の で 、 使 用 者 が 走 行 装 置 １ ０ を １ 階 の 走 行 面 に 置 い た
こ と を 入 力 し 高 度 の 基 準 と す る 。 従 っ て 、 走 行 装 置 １ ０ が 検 知 し て い る 高 度 の ず れ を 補 正

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-303134 A 2004.10.28



し 正 確 な 高 度 を 検 知 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 複 数 の 高 度 の 走 行 面 を 昇 降 し て 接 続 し 走 行 装 置 １ ０ を 載 せ て 昇 降 す る 昇 降 装 置 ９ と
通 信 を す る 通 信 手 段 を 有 す る の で 、 通 信 手 段 ８ を 介 し て 昇 降 装 置 ９ と 通 信 し 、 あ ら か じ め
指 定 さ れ た 階 で 乗 っ て あ ら か じ め 指 定 さ れ た 高 度 の 階 で 昇 降 装 置 ９ を 停 止 さ せ で 降 り 走 行
す る 。 従 っ て 、 複 数 の 指 定 し た 階 の 走 行 面 を 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ は 本 発 明 の 走 行 装 置 の 構 成 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ２ １ は 左 駆 動 モ ー タ で 制 御 手 段
１ ４ の 出 力 を 入 力 し 左 車 輪 ２ ０ を 正 転 、 逆 転 あ る い は 停 止 す る 。 ２ ３ は 右 駆 動 モ ー タ で 制
御 手 段 １ ４ の 出 力 を 入 力 し 右 車 輪 ２ ２ を 正 転 、 逆 転 あ る い は 停 止 す る 。 １ ９ は 補 助 輪 で 左
右 の 車 輪 ２ ０ 、 ２ ２ と 共 に 本 体 底 面 を ３ 点 で 支 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
右 車 輪 ２ ２ と 左 車 輪 ２ ０ を 前 向 き （ 回 転 方 向 は 反 対 ） に 回 転 す る と 前 進 し 、 右 車 輪 ２ ２ を
前 向 き 、 左 車 輪 ２ ０ を 後 ろ 向 き に 回 転 す る （ 回 転 方 向 は 同 じ ） と そ の 場 で 右 回 り に 回 転 す
る 。 ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ は 本 体 の 底 面 前 部 に 配 置 さ れ た 摩 擦 軽 減 手 段 で あ る 。 １ １ は 本 体 に 水
平 に 配 置 さ れ た 鉛 直 傾 き 検 出 手 段 で 本 体 の 重 力 方 向 に 対 す る 傾 き を 検 出 し 出 力 は 制 御 手 段
１ ４ に 入 力 す る 。 ２ ６ は 本 体 前 端 部 に 配 置 さ れ た 走 行 面 距 離 検 出 手 段 で 走 行 面 ２ ５ と の 距
離 を 検 出 し 出 力 は 制 御 手 段 １ ４ に 入 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 段 差 を 乗 り 越 え る 時 の イ メ ー ジ 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に
進 行 方 向 に 小 さ な 凸 段 差 ３ ０ が あ る と 本 体 １ ０ の 底 面 前 部 に 配 置 さ れ た 摩 擦 軽 減 手 段 ２ ７
と 段 差 ３ ０ が 接 触 し 小 さ な 摩 擦 で 段 差 を 乗 り 上 げ る 。 図 ３ （ ｂ ） で 示 す よ う に 乗 り 上 げ 後
も 段 差 ３ ０ の 凸 面 と 摩 擦 軽 減 手 段 ２ ７ が 接 触 し 小 さ な 摩 擦 で 走 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
従 っ て 、 ス ム ー ズ に 小 さ な 衝 撃 で 段 差 を 乗 り 越 え る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で
き る 。 摩 擦 軽 減 手 段 ２ ７ は 回 転 可 能 に 保 持 す る と 転 が り 摩 擦 と な り 摩 擦 が 小 さ く な る 。 ま
た 、 柔 ら か な 材 質 例 え ば 弾 性 材 で 構 成 す る と 段 差 に 衝 突 し た 際 の 衝 撃 を 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は 鉛 直 傾 き 検 知 手 段 ５ １ の 走 行 面 の 傾 き に 対 す る 動 作 の イ メ
ー ジ 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） は 進 行 方 向 が 上 向 き の 上 り 坂 の 場 合 で 本 体 の 水 平 方 向 （ 走 行 面
５ ５ と 本 体 の 距 離 が 所 定 の 大 き さ で 本 体 が 傾 い て な け れ ば 走 行 面 ５ ５ と 平 行 ） と 鉛 直 方 向
が 為 す 角 ａ ° は 鈍 角 に な り 進 行 方 向 と 反 対 に 重 力 が 働 く の で 車 輪 の 駆 動 ト ル ク を 大 き く す
る 。 図 ４ （ ｂ ） は 走 行 面 が 水 平 の 場 合 で 本 体 の 水 平 方 向 と 鉛 直 方 向 が 為 す 角 ｂ ° は 直 角 に
な り 進 行 方 向 は 重 力 の 影 響 を 受 け な い 。 図 ４ （ ｃ ） は 進 行 方 向 が 下 向 き の 下 り 坂 の 場 合 で
本 体 の 水 平 方 向 と 鉛 直 方 向 が 為 す 角 ｃ ° は 鋭 角 に な り 進 行 方 向 と 同 じ 方 向 に 重 力 が 働 く の
で 車 輪 の 駆 動 ト ル ク を 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
従 っ て 、 走 行 面 の 傾 き を 検 知 し 本 体 に か か る 重 力 の 影 響 を 確 認 し な が ら 適 正 速 度 で 走 行 す
る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ５ は 走 行 装 置 ７ ０ が 昇 降 装 置 ７ ２ と 通 信 し て 複 数 の 走 行 面 に 移 動 す る イ メ ー ジ 図 で あ る
。 図 ５ に お い て 、 昇 降 装 置 ７ ２ は 昇 降 す る こ と に よ り 高 度 Ｌ ｄ の 走 行 面 ７ １ ａ と 、 高 度 Ｌ
ｅ の 走 行 面 ７ １ ｂ と 、 高 度 Ｌ ｆ の 走 行 面 ７ １ ｃ と を 接 続 す る 。 走 行 装 置 ７ ０ は 走 行 装 置 ７
２ と 通 信 し 現 在 の 階 で 停 止 さ せ 、 昇 降 装 置 ７ ２ に 乗 り 昇 降 装 置 ７ ２ と 通 信 し 上 昇 運 転 を す
る 。 次 ぎ に 、 高 度 を 確 認 し な が ら 待 機 し 、 所 定 の 高 度 例 え ば Ｌ ｅ に な る と 昇 降 装 置 ７ ２ と
通 信 し て 昇 降 装 置 を 停 止 し 、 走 行 面 ７ １ ｂ に 降 り て 走 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
従 っ て 、 昇 降 装 置 を 利 用 し て 複 数 の 指 定 の 階 を 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 と す る こ と
が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ６ は 複 数 の 高 度 Ｌ ａ の 走 行 面 ６ １ ａ と 、 高 度 Ｌ ｂ の 走 行 面 ６ １ ｂ と 、 高 度 Ｌ ｃ の 走 行 面
６ １ ｃ と を ス ロ ー プ ６ ２ ａ と 、 ス ロ ー プ ６ ２ ｂ と で 接 続 し 走 行 装 置 ６ ０ が 移 動 す る イ メ ー
ジ 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 走 行 装 置 ６ ０ は 指 定 の 高 度 例 え ば Ｌ ｂ の 走 行 面 ６ １ ｂ に 移 動
す る の に 現 在 の 走 行 面 ６ １ ａ か ら ス ロ ー プ ６ ２ ａ に 入 り 高 度 を 確 認 し な が ら 上 り 、 次 ぎ に
所 定 の 高 度 Ｌ ｂ を 確 認 す る と ス ロ ー プ ６ ２ ａ か ら 出 て 走 行 面 ６ １ ｂ を 走 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
従 っ て 、 ス ロ ー プ を 利 用 し て 複 数 の 指 定 の 高 さ の 走 行 面 を 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 請 求 項 １ ～ ８ に 記 載 し た 発 明 に よ れ ば 、 走 行 面 の 段 差 の 大 き さ を 検 知 し 通
過 が 可 能 か 確 認 し な が ら 、 ま た 乗 り 上 げ 時 あ る い は 下 降 時 等 の 本 体 の 傾 き を 検 知 し 本 体 の
転 倒 を 防 止 し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 な 走 行 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 走 行 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 同 、 走 行 装 置 の 構 成 図
【 図 ３ 】 （ ａ ） 同 、 走 行 装 置 の 段 差 を 乗 り 越 え る 時 の イ メ ー ジ 図
（ ｂ ） 同 、 走 行 装 置 の 段 差 を 乗 り 越 え る 時 の 他 の イ メ ー ジ 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） 同 、 走 行 装 置 の 鉛 直 傾 き 検 知 手 段 の 、 所 定 の 傾 き を 有 す る 走 行 面 に 対 す る
動 作 の イ メ ー ジ 図
（ ｂ ） 同 、 走 行 装 置 の 鉛 直 傾 き 検 知 手 段 の 、 他 の 傾 き を 有 す る 走 行 面 に 対 す る 動 作 の イ メ
ー ジ 図
（ ｃ ） 同 、 走 行 装 置 の 鉛 直 傾 き 検 知 手 段 の 、 他 の 傾 き を 有 す る 走 行 面 に 対 す る 動 作 の イ メ
ー ジ 図
【 図 ５ 】 同 、 走 行 装 置 が 、 昇 降 装 置 と 通 信 し て 複 数 の 走 行 面 に 移 動 す る イ メ ー ジ 図
【 図 ６ 】 同 、 走 行 装 置 が 、 複 数 の 高 度 の 走 行 面 を ス ロ ー プ で 接 続 し 、 複 数 の 走 行 面 に 移 動
す る イ メ ー ジ 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 走 行 面 距 離 検 出 手 段
２ 　 鉛 直 傾 き 検 出 手 段
３ 　 制 御 手 段
４ 　 走 行 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2004-303134 A 2004.10.28



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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